「村上春樹文学における秩序（order）」についてのご説明
提案者中国文化大学斎藤正志先生が以下のような説明を付け加えてくださいました。
「秩序」は、或る世界が一定の基準を持って整然と進行する社会構造を持つ場合に、何らかの理由によって混入した異物が世界を混沌とさせる事件を発生させたものの、最終的には、その異物が排除されることにより、ほぼ元どおりの社会に戻った時の現象を称して、小説作品の世界構造において「秩序の混乱と終息」と言い得るような状況で用いられる語彙である。例えば、日本中古物語文学の『竹取物語』で、老人が竹の中で発見した人を自宅に連れてきて養い、その人に多くの男性貴族や帝が求婚して、それまでの「秩序」が混沌としたものの、最終的に、その人が月の都に帰ったことにより元どおりになった、というような話を事例とすることができると考えられる。
　また、「秩序」は、「第三項排除」で発生し、排除の際に蒙った暴力を消去して「聖別化」されて「秩序の中心」となったのが第三項だが、この中心が「権力」であり、そうした「秩序ある世界」が「組織」である（今村仁司1988:595「暴力」、今村仁司編『現代思想を読む事典』、講談社現代新書921、講談社）。さらにまた、「ヒエラルヒー」という「聖なるものからの距離」を「編成原理」とする「キリスト教において神によって創られた位階秩序」が世俗化されて軍隊・官僚などの組織で用いられるようになり、さらに「水準の区別と上下関係という意味へと抽象化」され、「典型的なヒエラルヒーは、頂点が全体を支配する階層構造」ということになる（長岡克行1988:498‐499「ヒエラルヒー」、今村仁司編『現代思想を読む事典』、講談社現代新書921、講談社）。
　そこで、「村上春樹文学における秩序」とは、小説作品の世界構造の分析だけではなく、現代社会における様々な組織における「権力」や「暴力」、あるいは「階層構造」の様相を、作中の様々な事件、現象、人間関係などにおいて読み取ることになると考えられる。
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